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｢掌びのタイミング｣
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幽一道貌１年中恥t　f寿

　早成２７啄１月より、●昧瑞程･e皆さんとー終に♀11せ･ぞいただL.vCj.1り.ti･。累年坏

れで曼講した闘侃６あ旬。ご迷惑をお掛;iして申し戯なく恩っていｉｔ。剱１かりいてい

ける､lうに頑張り１すので。脅徨共､lろL.く鮑願･､'Ｌ！ｆ。

　高橋ｌ咆にｉｌ．ＪＣＡ．ＮＣＡでお慨ｌになり１Ｌｔただ、接儒院を開ＩＬてい６閥

砺もあり、内剥的な匈９の勧強とＭ一線をぽＬて臨ぽ遠征にａ恵みま･1tんでした。パラン

ス哨な罵整をずることで1｣、ある嘸唆舶県も咄ていました。そんなゆ、内科的な佃・の弛

瘤が６拠な症麹の場合は。仙り合いめ・４ロの壹生や一能にお履いしようと考えていまし

f-｡。

　不思議な緩きいいi≡しょりか。Ｈ２４畑ｓ月中旬にigQI＆が腰痛で答Ｌむことになり

ました．ｉ初は、動作時に少し痛みがあるだlfですぐに池るだろうと嘸く竃えて･いました

。ところが。仙ａに恚化して、仕擲が出揃なくなりまＬた。柵蚕に塵る一睡をと6y.とが

できなくなり、回下峻み癩れが仙くなｌました。今ま'!!一一のない痛みの為、齢葱を受酋

－レ論・ＭＲＩ一部、●ヽルｚｙや駒場疸1､見当たらず、安野にＬで、喜を款んで義子を風

重しょうという寡でした。２軒優一しでl､諮果li同ｒでＬた。そこで。知り合いの内私匝

に梱読。宥老な義一外科医を一発Ｌｒいただく､。一割、ＷＳ、一一のＭＲ１を謙６も高富

なＵ昿jjテスト、反射など檻ａな角度から・でも興奮li見当たらない。原圓が解らず。

お苧上げ状態。その間も、１４§化しで里拠ない、Ξ塵、仰向ltliao9重度は大士夫で

すが、同じ娶勢を晨けることがｌ蛮ない。両乖・両嘔農嵐れ、冷感、厘のｂくみ、箇悸、

不眠。睡眠●を曾ＩＭ､２鮑間くらし11しi嘱ltない。そのうち幻覚が咄て、・安で精神的に

も呟ち:込み、ｌ１月でIS4･r7の体・減少。自分自身もうだめかもと邑った時に、ふ1:、憲

一完生を担いＳし、相談ａ竃・を掛けでいました。悪加から太門まで・内に高遠で漣九て

咎-5てt､らい、忌・屋･eiE座をしながら、凰れと哺みに蔚ｉながら何とか到着した状態で

した。週に３・４－の希震を受け、３タ貝香、艦い圖盾の車のー11が畠来るようになり。

仕盲も仙ａｌ婁るように＆りましｔｉｔからほ、･り1＝アがなくても強い神経檻Ｓ駄が

でる●合もある。肝魂、警�、愚llfごぐダｊ－ジを曼11'【いる。薦を差めるように指導･

を曼けました。その循、２年間li月Iこ４回、３年ｌからi1月に２屁の･l－ヌで､夙aEt､恰偏

に過６ています。

　このようｔ休醗をして、胎康の奥－さを再認霜しまし1ご。そして、多嘸的4‘フプEi－チ

の�冒慢1､癩じ、昨年９月に高橋・ｔの学会プレセ！ｆ一に参Ｓさせて頂き、金沢例会も

見摯きせでいただき、家年IJIより臨床科の受錯を狭量ＬまＬた。

　タイトルに｢早ぴのタ･fiング｣と審きました。＆自身、気付(のかとても遅i･。たと

凰-lていますが、旱い刄いではなく、芋ぴたい気持ちil心から祗き出た時かべＸトタイ１
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症例報告
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　早柵担・鳶i圖　ご嫁1剖

　毎回の症個』顎きは剖lからよく遭遇-i-る症例ll刺し、＆ぷどのよ51.:考i.、治療し･ご･l

6かを纏ＳＬ、みなさんに芭９･ﾀ1ね4イヌしていかかきた(想いｉす.

!患者1

　　75謹、男性

ljE・･l

　　左腰肪瘤

|・it厘!

　　腹部火動脈瘤C庭ａ観察rl｀〕.腰痛!右鯛1

1原因】

　　酋を回す体操をし'Cいて負謳す芯

|容貌1

　　顧楠吻佃』のｓ嫁．剔91旋、柘匍屈時痙

|随肺癌貌l

　　鮑|..

|蛯一孝植査!

　　サーｒカル･=7ンブレッシｌン・7- ･λl-･･･、ティ２ｒｊタシilン・ﾇ｀ヌトー、･馴銘仙差

　　同建碑痛＋．嘔無届自lgl旋時憲－

||莽鮑】

　　視ik蝕●、モーションltん･4－シ・ンIでi:t右肩甲骨の上内方ｌ位、肩甲骨上嘸僧５

　　拓痛．上方からlcカｰ･の可動性酸少.右脚lll挙鮪の一張．Ｔ２右肋骨弓の柵方変位．

　　ＣｊＡＳＲ．Ｃ４ＰＬＳ

Ｉ考察】

　　右滴甲費のゑ内力変位、洽屑甲拳賎の冒張、ＴＩ右肋骨弓の朧方変位、葱糧の右香カ

　　変位ISあるので、普段i･ら右側の問�ぬI哨回旋、＆恟嘔す右際に左側の鮮や関節に嘸

るために上部胸椎モービｙゼーシ防ンを
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　　叫慟Ｌたことがきうかgf1なり、貧誼がかか、ていた左龍のＳやI闘liを振めためでdj

　　ないか１考ｉ、ゐ･側の閤､唖を治I訓i･れ11左筒の負l呈が鯛胴されー状が鳥くなａめでdj

　　i考えた.

|治憬l

　　P111めlこ4･肩甲骨上内方変位を･治療するたS､座位･e肩甲骨下・モービ９・－シｇｙを

行い、次に1｀2

　肋骨弓にｐンタクトして行い、次に抑臥位にな９で11らい、Ｃ１ΛＳＲ、Ｃ４ＰＩ．Ｓを

　治療するために環種目－モービリゼーン３ン、顛唯側屈、回旋そービリゼーシｇｙを

　行い玲珊した。

E廸果l

　左回旋痛、可動耀は改弄したが、左側屈時痛がまだ少し残部しており治療継続中。右

　側に腰痛の既往があることから、双部の治療t､必要で|戈と考える。
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